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Expectations for hospital pharmacists observed from the argument  
on "ward-pharmacist placement" in Central Social Insurance Medial Council 
 














































など中立的立場の委員）」4 名の合計 20 名で構成されていたが、見直し後は、支払側と診
療側委員が各 7 名となり、公益委員が 6 名となった。なお診療側委員の構成は、医師 5 名、
歯科医師 1 名、薬剤師 1 名と、歯科医師枠が 1 名減り、全て日本医師会推薦で開業医優先
の批判もあった医師 5 名の枠は、2 名が病院団体の推薦枠となった。さらに、平成 21 年の
政権交代により、日本医師会や日本薬剤師会等からの推薦枠が無くなり、民主党の医療政
策に合致する人材を登用する人事となった。 
平成 23 年 10 月現在の委員の構成は、以下のとおりである。 




北村 光一（日本経団連社会保障委員会医療改革部会 部会長代理） 
田中 伸一（全日本海員組合中央執行委員） 
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定された当初は、「調剤数 80 又はその端数を増す毎に 1 人」とされていた。 
その後、病院薬剤師の業務の実態に合わなくなったこと等により、平成 8 年に医療審議





改正内容は暫定的に「外来：処方せん 75 枚に 1 人、入院：一般病床に入院する患者 70 名
に 1 人、精神病院・療養病床に入院する患者 150 名に 1 人とする」というものであり、3
年後に見直しを行うことが明記された。 
このため、平成 13 年 3 月から「病院における薬剤師の人員配置基準に関する検討会」


























（1）平成 21 年 6 月 8 日：中医協 診療報酬調査専門組織（DPC 評価分科会） 
近年、中医協の議題として、薬剤師の病棟配置に関する内容が取り上げられたのは、平















（2）平成 22 年 1 月 20 日：第 161 回中医協 総会 































   
  図 1．薬剤師の病棟業務時間と実施業務内容 14) 
 
（4）平成 23 年 12 月 7 日：第 211 回中医協 総会 
同年 4 月の第 189 回中医協総会で、薬剤師の病棟配置の効果を調査することが合意され
















    
















    






れたのは、第 189 回中医協総会においてであった。 
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